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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

従来のアミロイド凝集体の構造解析は主に in vitro 試験管内の凝集アッセイがメインであった。クライオ

電顕や固体 NMR は主に精製したアミロイド線維の解析にとどまっていた。しかし、実際の細胞内でおこ

っているアミロイド線維の検出、構造解析が可能になれば、一気に病態の理解が進むことになる。そこで

我々は in cell 固体 NMR を行いたいと考えたが、従来の方法では感度特異度が十分ではなく、細胞内の複

雑系における検出は困難であった。そこで我々は、蛋白研松木陽准教授らと共同研究で、アミロイド線維

指向性のある化合物に超偏極効果のある物質を付与してたアミロイド超偏極物質を作り出し、in vitro に

おけるフィブリルへの親和性や、実際に細胞に投与して細胞内でのフィブリルとの結合などについて検証

した。開発した超偏極物質は、よくアミロイド線維と結合することを証明し、in cell NMR の実現に向け

て進みだすことができた。 
 
 

 
 
 
 


